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青森県における昭和36～37両年の水稲作況

の地域性に関する農業気象学的考察

小野　清治・阿　部　亥　三

（青森県鳥試）

1．　ま　え　が　き

青森県の稲作は，従前よカ気候的制約を大きく受け，

作況の地域差も年次によって非常に大きかったが，昭和

郡～祈年は，昭和年代の高温年次であったため．作況

の地域差は少をかった．特に昭和舗年には．かつての低

収不安地帯（太平洋側地区）の収量が大きく伸び，安定

多収地帯（日本海側地区）である津軽平担部の収量を上

廻った・又昭和祈年には，出穂以前の気象条件は．好適

気候であったにもかゝわらず．出絶後の寡照によって，

太平洋側地域では豊熟不良とをカ．当初予想した収穫量

は得られなかった．しかし，両年次共大部分の地域が平

年収量を上廻れ　この原因については，色々な面から検

討を加えられて米たが，今回は農業気象的な面から，水

稲作況の鱒域性について検討を加えたので報告する．

・2・　錮　査　方　法

調査は全生育期間と登熟期間（出穂後亜日限）とにわ

け，気温，日照時間．降水量，同日数．風向等について

検討し，水稲収量は．農林省統計調査事務所発表の資料

について検討を加えた．

る・　調　査　結　果

1　稲作期間（6－9月）の気温分布

背森県の稲作は，気温と暦綾な的係があわ．過去釦年

の稲作歴史の中で．哲森市にかける6，7，8月の平均

気温がは●C以下の場合は冷審にをカ易く，却●C以上の場

合は110％以上の豊作が記録されている．

昭和那～訂年の6－9月までの平均気温について見る

と第1図に示すと封少である．

第1回によれば，山間部を除いた県内の大部分の地域

が．遁●C以上を示し，昭和範年は餌一望●Cを示し，昭和

訂年比20－21℃の範囲に包括されている．更に平年と

対比すると両年とも1～2℃高く，侍に昭和86年は，

昭和年代を代表する高温年である昭和碁年，昭和お年よ

少高温であった．又津軽地域では，年次によって，包括

範囲があま少移動しないのにくらペて，南部地域（太平

洋側地域）では．年次によって包括範囲が移動し易く，

気候変動の大きいことを意味している．

第1図　稲作期間の平均気温線囲

え　豊熟期間（8月11日－9月か臼）の気温分布

従釆眉森県は，出穂遠延によって．豊熟気温（出穂後

亜日間の平均気温）が低下し．しばしば豊熟を阻害され

て果た．

青森県にかける完全豊熟の限界温度は．2℃内外であ

ることは．址に田中氏によって明らかにされている．即

ち豊熟温度が2●C以上の地合は，敦子粒重の増加は比較

的少なく．むしろ盟■C以下になった地合は，粧千粒重の

減少が始まり．豊熟気温が訂C以下を示すと，急激に軌

千枚重が軽くなることを明らかにしている．

次に昭和訪，訂年の豊熟温度についてト県内の温度分

布を見ると，八甲田山系を除く平野部では．a℃以上と

なってかわ，特に昭和誠年では，カ‘C以上の地域がかを

少分布している．更に八甲田山系を中心とした西側地域

と，東側地域について見ると，西側地域が同一期間でも，

東側地域エカ1●C高く，盟－β‘Cの範囲に包含されてh
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る．

をかこれまでの黒石と藤坂の豊熟期間の気温を比較し

ても，各年次とも共通して，黒石の豊熟気温の高いこと

が認められた．

a・監熟期間の日照時政の分布

豊熟を良好ならしめるには，豊熟温度の高いことが望

まれるが，温度が多少低くても，日照時間が多ければ・

豊熟温まが18一別●Cの範囲では，同化作用に余力変化が

なし1ことを山田氏等の研究で明らかにされている・

青森県における豊熟期間中の日照時向は．年次的にも・

地域的にも変動が大きい・特に太平洋側地域では．亜日

間の日照時間が140－260時間と120時間の差があわ・

又日本海側地域より平均的に1日1時間倖づつ少くなっ

ている．昭和祈年には．日照時間の差が日東海側と太平

洋側とでは，日本海肘地域が60時間も多かった（第2

図参照）・

なか黒石と藤

牧について，昭

和11年から比較

して見ても，各

年次共に藤坂の

寡照が認められ，

太平洋他地域で

は，日本海側地

域に比較して，

偏東風による6，

7月の低温のみ

ならず．豊熟期

間の気候も不良

を要因を有して

いると判断され

た．

第2図　豊熟期間の日照時数等億図

も　昭和臥祈年の水稲収量の地域性

昭和臥祈年の后町村別収量は．大部分の町村が平年

収量を上辿った・

昭和舗年には，太平洋側地域が畑臼と早値によって一

生育期間が延長され，加えて好適気候に経過したの忙対

し，日本海側地域では，高温多照に上身．分けつの早期

切身上げが行われ，抵政が叔少した・そのため．太平洋

側地域で平年上身が％上抱つたのに対し．日本海側地域

では．平年並を示し．例年見られた両地域の収量善は少

なかった．

昭和祈年は出溝後の日照が両地域で異な少．日本海側

地域では平年並を示したが，太平洋側地域では寡照に経

過したので．その影響によカ日本海側地域では平年より

7％．前年よわ10％上岨つたの陀対し．太平洋側地域で

は．平年よめ上触ったが．前年よカ減収し，出穂前の生

育相に比例した収量は得られなかった（第3図，第4

図参照）．
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第4図　昭和部．卯年の収量比較

4．　要　　　　約

昭和粥．訂年の気候と作況の地域性について検討した

括＝果．次の点が判明した・

1昭和鎚年の稲作期間の天候は，昭和年代における

代表的高温年であわ，昭和祈年もこれに噸匹敵する好天

候で．生育勤間を通じて平年上身1－2℃高かった・

之　豊熟気温は昭和臥釘年とも．山間地以外は沙一

為℃の範囲に包含される，同様に最近5ヶ年について見

ても同一傾向が認められた・

a　三乳酪削間の日照時間は．年次間変動が大きく・総

じて太平洋側地域が，日本海側地域上身1日平均1時間
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の割で少なレ．

4　黒石，藤坂の既往の気象琶料から，豊熟期軌の気

温．日照に一一■いて検討して見ると，各年次共に藤坂では

黒石よわ，低温寡照の傾向を示し．太平洋側地域では．

豊熟期に不良気象を示す可能性が，津軽地域より大きい

ことになる．

邑　水稲収量は両年次とも平年収量を上勉め．特に昭

◎

和祈年は・畑臥早値の多かった太平洋側地域で多収を

示し，昭和祈年には．日本海側地域が増収した．

6　昭和鉱年の日本海側地域は．高温多用のため．分

けつの早期切わ上げによれ　艶数が減少し，平年収量を

下廻わ，昭和祈年の太平洋側地域が，前年上身減収した

要因は，出絶後の寡照による豊熟不良によるものと判断

された．

水稲■生育におよぽす水溶透量の影響について

塩島光洲・大向信平・若生枚兵衛

（宮城県鳥試）

ま　え　が　書

本報告は．宮城県下に広汎を分布を占める低位泥炭地

水田土壌の改良試験を種々実施している宮城農試岩沼分

場において．昭和汐年以降，継続研究中の排水効果に幽

する圃場試験のうち∴主として昭和缶年度に調査した成

績によるものである．

1．　試　験　方　法

1　土壌断面および理化学性

第1表に示した如く，泥炭層はは一個虎に介在し．そ

の上層作土および2層は黒泥質上である．

第1表　試験圃地の土壌断面と理化学性
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之　排水施設

試験区枠の両端は明欒（8椚間隔）であわ．試験区枠

中央すなわち．明菜から4lnの位置に暗異が埋設されて

lh．・・．・．・・・．一・・・・．・．十　　、．こ．【れ1卜；
a b A　　ぐ
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第1図　排水施設および調査方法

参照）従って．

透水性の強い泥

炭層が介在する

ことも手伝って，

排水による水移

動は鋭敏であわ．

かっ，急速を乾

馴化えの過程をすゝめ得る条件となっている．

a　調査方法

排水による水番屋息の大小は，試験区枠内の位置に上

って具わ，第1図地下水位曲線に示した如く．暗渠上郡

と明渠托近い周辺部を逆ピークとして，この中間部では

趣く小さを添應量を示すに過ぎをレ．

以下の水稲生再と養分吸収．土壌についての調査は，

濠透豊の興る第1図．〃・∂・亡の8位匿について，窒

兼用宜0・0．雄・1．18KF／針の8段階で行ったものであ

る．

2．　拭　鹸　結　果

1．土壌一息扇・〟打3－〃・Fg＋＋・飢適作由一∫につい

て（弟2表・第3衰）
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第3表．釣＋＋・gl適作由一∫　（ヤ／100g乾土）

「ミミここ位 置

区別 窒 素 用 量 旦 腰

中 間 部 暗 渠上 部 周 辺 部

8 ．1 9 ．2 8 ．1 9 ．2 8 ．1 9 ．2

0 曲
別
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g九〇は中間部にくらペ，蓼透量の大きい暗渠上部と周


